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新年のご挨拶

一般社団法人日本自動車部品工業会

会長・玉村和己

［日本発条株式会社　代表取締役社長］

会員企業の皆様、明けましておめでとう
ございます。

年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

昨年は、１月にフランスのパリで新聞社
襲撃事件とそれに続く人質事件がありまし
たが、11月にも同じパリで同時多発テロが
発生して多くの方が犠牲となるという、と
ても衝撃的な出来事がありました。依然と
して世界の各地で事件や紛争が頻発してい
ますが、その結果として一般の市民までも
が犠牲になってしまうことや、戦禍を逃れ
るため難民とならざる得ないことなどを伝
える報道に接するにつれ、世界情勢の厳し
さを痛感する次第でございます。

日本国内でも、大企業での不祥事や、建
築業界での問題発生、大雨の影響による各
地での大変な被害など、心配なニュースが
多くありました。

経済面では、北米市場が好調に推移する
一方で、中国ほかの新興市場に景気減速感
が出始め、世界および日本経済にどう影響
するか懸念されておりますので、今後の動
きには十分注意していく必要があると思い
ます。

また、我われ自動車業界関係者にとりま
して、昨年の国内新車販売の状況もあまり
嬉しいニュースではありませんでした。１
月から12月まで12ヶ月連続して前年割れ
となり大変厳しい状況となりました。４月
には、2014年に実施されました消費税率引
き上げの影響が一巡してくると思われまし
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たが、一方で軽自動車の新車購入時にかか
る軽自動車税が従来の1.5倍の１万800円に
引き上げられた影響で、軽自動車の販売が
大きく落込みました。また、10月から予定
されていた消費税の10％への引上げが１年
半延期になったことから、自動車取得税の
廃止も延期となったため、国内の新車販売
にとっては向かい風になりました。

一方で、低調な国内新車市場に対して「刺
激を与える起爆剤」としての期待も込めて、
第44回東京モーターショー2015が、東京
ビックサイトにおいて10月29日（木）から
11月８日（日）の会期で開催されました。
東京モーターショーは、完成車メーカーの
みならず部品メーカーにとりましても、一
大イベントでございます。部品メーカーと
しては、完成車メーカーや他の部品メー
カーへの認知度の向上、さらには一般消費
者に認知していただく場としても重要であ
ると位置づけています。多くの会員各社様
も出展されておりましたが、部工会でも共
同展示ブースで、中小の会員企業様に出展
していただきました。

そのような中、昨年のラグビーワールド
カップ2015の予選における日本代表チーム
の歴史的な大活躍や、日本人研究者２名が
ノーベル賞を受賞するなど、大変嬉しい
ニュースもございました。ラグビーワール
ドカップでは、日本代表チームは予選で３
勝したにもかかわらず残念ながら決勝進出
は逃しましたが、日本中からの注目が集ま
りラグビー人気が高まりました。ノーベル

賞では、2014年より２年連続の受賞との快
挙となり、日本の科学水準の高さを示しま
した。世界レベルにおけるスポーツ界での
日本人の活躍は、競技を観戦する人々に感
動や勇気を与えてくれます。またノーベル
賞を受賞した研究者の成果は、病気の克服、
生活レベルの向上、未来の新技術の開発な
どに繋がるものであります。

そして今年は夏にリオデジャネイロオリ
ンピック・パラリンピックが開催されます。
次の2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックの成功に向けた弾みとなるよう、日
本人選手の活躍を期待しています。

私たちが携わっている自動車業界も、安
全・安心で環境にやさしい移動手段として
の自動車を提供することで人々の生活を向
上させ、また運転する人に喜びや感動を与
えることを通じて、グローバルな貢献が出
来ると考えております。自動車業界を取り
巻く環境には、まだまだ先行き不透明な要
因も多くありますが、当工業会と致いたし
ましても、今後も引き続き、会員企業の皆
様への情報提供・各種サポート、関連団体
との調整、政府・関係省庁への働きかけな
どを行い、会員企業の皆様と自動車部品業
界の発展に努力していく所存でございま
す。

最後になりましたが、本年が、皆さんに
とりまして充実した幸せな一年となること
を祈念して、年頭の挨拶とさせていただき
ます。
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平成28年の新春を迎え、謹んでお慶び申
し上げます。

安倍政権が発足して３年が経過し、いわ
ゆるアベノミクスの効果もあり、日本経済
はデフレ脱却までもう一息のところまで来
ています。

日本経済の好循環をさらに確固たるもの
にしていくためには、賃上げや投資拡大等
にこれまで積極的に取り組み、産業界の先
頭に立って好循環を牽引してきた自動車産
業が、今後もますます発展し、積極的な取
組を継続・強化していただくことが重要で
す。

その実現のため、世界の競争を勝ち抜け
る技術力の強化、グローバル市場の獲得、
国内市場の活性化といった我が国自動車産
業が直面する課題に対して、皆様方の協力
を得ながら、全力をあげて対応してまいり
ます。

第一に、世界中で競争が激しさを増して
いる次世代自動車、自動走行の分野で、我
が国自動車産業が世界をリードしていける
よう積極的な支援を行ってまいります。次
世代自動車については、車両購入補助、性
能向上のための研究開発支援、充電インフ
ラや水素ステーション整備への支援を引き
続き推進していくとともに、自動走行につ
いては、産学官で協調して取り組む分野を
特定し、他省庁とも連携しながら技術開発
や事業環境の整備を加速してまいります。

第二に、グローバルな取引環境の構築の
ため、経済連携を推進してまいります。
TPPについては昨年、大筋合意に至りまし
たが、今後はその利用促進に向けた環境整
備を進めます。さらに、本年は、日EU・
EPA交渉について、自動車産業にとって
質の高い内容となるよう精力的に交渉を進
め、早期の合意を目指します。

第三に、国内市場の活性化に関しては、
自動車ユーザーの税負担のさらなる軽減に
向けて尽力してまいります。平成28年度税
制改正では、新設される環境性能課税につ
いて、廃止される自動車取得税よりも非課
税範囲を拡大し、200億円程度の減税とす
ることができました。また、与党税制改正
大綱において、「自動車の保有に係る税負
担の軽減に関し総合的な検討を行い、必要
な措置を講ずる」旨、明記いただくことが
できました。消費税10％への引上げを目前
に控え、本年の税制改正でも、ユーザー負
担の軽減が実現できるよう最大限努力して
まいります。

これらに加え、自動車産業の改善した収
益を地方の隅々にまで行きわたらせる観点
から、自動車産業適正取引ガイドラインを
活用し、取引適正化を推進してまいります。

最後になりますが、本年の皆様方のます
ますのご発展とご健勝を祈念して、新年の
挨拶とさせていただきます。

平成28年

年頭所感
経済産業省製造産業局自動車課長

伊吹 英明
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2015年中間期の自動車部品工業の経営動

向がまとまった。売上高については国内・

軽自動車税増税による影響により軽自動車

市場の低迷を招いたものの、海外事業が好

調なうえ為替の影響により前年同期比

10.2％増と２ケタ増となった（IFRS企業・

前年同期比7.7％増）。営業利益は同15.3％

増（同3.5％増）、経常利益は同5.3％増（税

引前利益・同2.1％増）、四半期純利益は同

15.0%増（四半期利益・同3.2％増）といず

れも増収を果たした。

今回の調査の対象は15年11月１日現在の

会員企業443社のうち、上場企業で自動車

部品の売上高比率50％以上、かつ前年同期

比較が可能な自動車専門企業82社。このう

ち国際財務報告（IFRS）適用企業は７社（全

体に占める売上高比率22.1％）。

期間中の世界経済は米国では金融緩和の

政策正常化に向けた動きや原油価格の下

落、ドル高の影響を懸念しながらも景気回

復基調が継続した。欧州も持ち直した一方、

中国や新興国では景気が緩やかに減速する

環境となった。日本経済については原油価

格の効果などもあり緩やかな回復基調を持

続するとともに、為替は１ドル＝119円台

から６、８月には125円台まで円安方向に

向かったのち120円台で推移し、輸出比率

が高い企業を中心に企業収益を押し上げ

た。

自助努力も増収増益に貢献

こうした経済環境のなか、対象となる各

社は欧米での好調な需要や為替に加えて、

生産・調達の合理化や経費削減などによる

自助努力により営業利益段階での増益に結

2015年通期は増収増益の見通し
2015年度中間期

自動車部品工業の経営動向から

特 集
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為替レートの推移表（米ドル、ユーロ）
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び付けた。一方で受注減少による影響や労

務費・減価償却費・研究開発費の増加や一

部新興国における景気の減速などから減益

が生じたとする企業もあった。

地域別セグメント情報を記載している41

社によると、国内は横ばい・減益で、北中

南米は好調な自動車販売を背景にした実稼

働率の向上により売上・利益が増加した。

欧州は自動車市場の回復により売上、理系

ともに回復した。

アジアについては増収増益となったもの

の、2011年第一四半期以降から利益率で２

桁を切る状態が続いている。アジア地域全

般での労務費の上昇や市場競争の激化、生

産・販売台数の低迷、現地為替レートの変

動による損失が影響しているとみられる。

引き続きアジアも重視

2015年通期の見通しについては、2014年

度に比べ増収増益の見通し。海外景気の下

振れリスクや労務費上昇が懸念されるもの

の、原油安や円安基調の持続による利益押

し上げ効果や、販売価格の上昇や売上・輸

出数量の増加が見込まれている。懸念材料

ともなるアジアについては利益率の低下が

みられるものの、中長期的に需要の拡大が

見込まれるため、日系企業にとっては引き

続き重要な市場となっている。

特　集

（備考）�円/ドル、円/ユーロとも月中平均データ（みずほ銀行「外国為替公示相場ヒストリカルデータ」より）。
2015年11月に関しては11/24の終値。
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①日本基準適用企業75社

2014年度中間期 2015年度中間期 前年同期差 前年同期比

売上高 95,287 104,988 9,701 ＋10.2％

営業利益 4,976 5,739 763 ＋15.3％

売上高営業利益率 5.2％ 5.5％ 0.3pt ─

経常利益 5,544 5,840 296 ＋5.3％

売上高経常利益率 5.8％ 5.6％ −0.2pt ─

親会社株主に帰属する
四半期純利益 2,656 3,055 399 ＋15.0％

売上高四半期純利益率 2.8％ 2.9％ 0.1pt ─
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②IFRS適用企業7社

2014年度中間期 2015年度中間期 前年同期差 前年同期比

売上収益 27,699 29,839 2,140 ＋7.7％

営業利益 1,862 1,928 66 ＋3.5％

売上高営業利益率 6.7％ 6.5％ −0.2pt ─

経常利益 2,065 2,109 44 ＋2.1％

売上高経常利益率 7.5％ 7.1％ −0.4pt ─

親会社株主に帰属する
四半期純利益 1,330 1,373 43 ＋3.2％

売上高四半期純利益率 4.8％ 4.6％ −0.2pt ─0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（億円） 営業利益 経常利益 四半期純利益売上高

'14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q

売上高
営業利益率

売上高
経常利益率

売上高
四半期純利益

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
（億円）

0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（億円） 営業利益 税引前利益 四半期利益売上収益

'14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q '14.2Q '15.2Q

売上高
営業利益率

売上高
税引前利益率

売上高
四半期利益率

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
（億円）

金
　額

金
　額

特　集

13 Jan. Feb. 2016



玉村和己会長は2015年12月21日、東京都港

区の日本自動車会館で会見し、部品メーカー

の来年の生産見通しについて、「国内の新車

販売は厳しいが、輸出分でカバーできれば今

年並みの生産を確保できると見ている」と話

し、自動車メーカーによる輸出の拡大に期待

感を示した。「国内販売は厳しさが続くよう

だ」とする一方、「自動車メーカーでは一部に、

海外生産を日本に戻す動きがある」とし、「国

内販売の減少分を輸出でカバーできれば、国

内生産は全体的には今年並みを確保できると

見ている」とした。

上場部品メーカーの2015年４～９月の業績

については「増収増益は円安によるものかも

しれないし、国内が厳しい中で、北米の好調

さに支えられた面もある。企業の合理化努力

で得られた結果でもあり、歓迎すべき内容だ」

と評価した。来年の経営環境については「国

内販売は厳しいが、北米市場は今年よりも良

くなる」とし、米国の景気回復に支えられる

傾向が続くとの見方を示した。
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自動車部品業界×リケジョ

自動車部品会館に約60人の理系女子学生
が集結した。自動車部品メーカーをより知
るためのキャリアイベントで、一般社団法
人理系女子学生未来創造プロジェクトが主
催した。ジヤトコとマーレジャパンが共催
し、ナレッジハンズの運営で11月３日（火）
の13時から17時にわたって行った。日本自
動車部品工業会は理系女子大生コミュニ
ティ凛（学生団体）と共に後援団体として
支援した。18大学の約60人の理系女子学生
が来場し、共催の２社に加え市光工業と曙

ブレーキ工業、日本発条、日立オートモティ
ブシステムズ、カルソニックカンセイの合
計７社が企業として参加した。

活躍の場を紹介

当日は主催の理系女子学生未来創造プロ
ジェクトの学生メンバーが挨拶。引き続き３
つの講演会を開催した。まず、日経WOMAN
副編集長藤川氏が「活躍するリケジョのキャ
リアと“働く私”を好きになるヒント」をテー
マに、多くのリケジョの先輩のキャリアプ
ランを紹介し、会場からは「色々な働き方
があり参考になった」などの声があった。

２つ目の講演は、当会技術顧問松島氏が
「これからの女性技術者に期待される夢と
要件～自動車産業の発展と未来」をテーマ
に、自動車部品産業の位置づけや自動車産
業の歴史から、求められる人材まで幅広い
内容を講演した。学生は、熱心にメモをとっ
て、「新たな知識を得ることができ、今後
理系が必要とされることも分かり、興味深

い話だった」など今後の
キャリアプランの参考に
している様子だった。

内閣府男女共同参画局
の市川氏は「政府の女性
活躍の取組と理工系女子
のキャリア」をテーマに
講演。学生からは、「女

自動車部品会館にリケジョが集合
自動車部品メーカーを身近に

一般社団法人自動車部品工業会 広報部会 事務局 持丸慶
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性がもっと社会で活躍できるための取り組
みが分かった」などの声があり、企業を見
る際のチェックポイントのひとつとしてい
た。講演の間に設けられた休憩時間には、
女子学生向けイベントならではのスイーツ
タイムで、シュークリームが配られた。

先輩社員と交流会も

会場では参加学生と参加企業の理系女子
の先輩との交流会も開催した。７つのテー
ブルに分かれて、約1時間の間に、各社の
担当者が、テーブルを順番にまわり、仕事
内容や、会社を選んだ基準、家庭との両立
など多岐に渡った学生からの質問に対し、
理系女子の先輩として自らの体験も踏まえ

て疑問に回答するなど和やかな雰囲気の中
で熱心なディスカッションを繰り広げた。

自動車部品会館での開催をいかし、３、
４階にある自動車部品ショールームで参加
企業の展示施設での説明や、その他の部品
メーカーの見学も実施した。自動車部品を
初めて間近に見る理系女子も目立ち、各社
の展示見学中に展示されている部品を見て

「綺麗、カワイイ！」との声も聞こえていた。
当会では引き続き学生向けのイベントな

どを支援して、自動車部品産業の認知向上
活動をしていく考えで、会員各社のアピー
ルの場としての活用を促進していくことに
している。

・�自分の専門分野（生物）で、今まで自動車部
品業界について、まったく興味がなく知らな
い分野であったが、こんなにも多くの分野が
あることが分かり、興味のない分野に触れる
ことで、自分の視野が広がって、興味を持つ
ことが出来た。

・�就活のことや育児と仕事の両立について聞く
ことができて、働いてからのイメージがわき、
参考になった。

・�自分の将来を考えるきっかけとなり、その為
には、知らない業界について知ることも意味
があると感じた。
・�交流会の中の話から、専門知識だけでなく、
女性視点が重要ということを知ることができ
た。
・�展示施設では、専門用語の解説と、部品の名
称だけでなく、その部品が果たしている役割
の説明が欲しい。

《参加学生の感想（一部抜粋》
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世界11カ国から合計160社が参加した第
44回東京モーターショー2015。東京ビッ
グサイトにおいて10月29日（木）から11月
8日（日）までの11日間の会期で開催された。
各種イベントやシンポジウム等も開催さ
れ、11日間で約812,500人が来場した。

日本自動車部品工業会では、毎回、東京
モーターショーにおいて会員企業による共
同出展を行っており、今回は９社の会員企
業が出展した。東京モーターショーはイベ
ントとしての規模が大きく、多くの来場者
があるため、企業によっては知名度アップ
や新たなビジネスチャンスの可能性も見込
めることから出展する意義は大きいといえ
る。

今回の東京モーターショーでは、会期中
を通じて各社のブースで最新技術による製

品を展示した。ブースの配置も東２ホール
のメイン通路に面しており、向かいにはメ
ルセデス・ベンツを始めとするカーメー
カー各社が展示しており絶好のロケーショ
ンとなった。そのためブースでは多くの来
場者で賑わい、各社の担当者が来場した人
へ丁寧に質問に対して説明をしていた。

東京モーターショー共同出展
会員企業の技術を世界にアピール

JAPIA共同出展ブース
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共同出展した会員企業は次の通り。

株式会社アーク
大阪府大阪市中央区南本町 2-2-9
http://www.arrk.co.jp�

株式会社アステア
岡山県総社市真壁 1597
http://www.asteer.co.jp

大野ゴム工業株式会社
東京都港区虎ノ門 1-8-11（5825第一ビル）
http://www.ohno5825.co.jp

ベローズ加工イメージ

キャップレスフィラパイプ

リフト用ゴムパッド・サイドシールブロック

アークは新製品の開発を総合的にサポートでき

る世界５極に展開しているグローバル企業です。

私たちは世界トップクラスの設備力と製造キャパ

シティー、蓄積された製造ノウハウ、及び各分野

のプロフェッショナルといった立場に決して甘ん

じることなく、常に新素材、新技術への探求を続け、

変化する時代のニーズに対応させて頂き世界中、

いつでもどこでも皆様の最良の開発パートナーと

してあり続けます。

アステアは、より快適な車社会の実現に貢献する
自動車部品メーカーとして、常に進化と創造にチャ
レンジして行くグローバルサプライヤーです。私た
ちは、開発力・コスト競争力を高め、特許製品を中
心に「価値創造・提案型企業」として世界の自動車
メーカーから信頼と共感を得る企業を目指していま
す。常に進化と創造にチャレンジしていくグローバ
ルサプライヤー、それがアステアです。

創業74年を迎え、様々な部品を生産・販売する

大野ゴム工業は100年企業を目指すべく、「未来に

挑戦、未来を創造」というスローガンの下、既存

のゴム部品からゴム以外の部品も手掛け、お客様

のニーズを的確に捉えた最適なソリューションを

提案し続けてまいります。

また、製造・技術・営業部門が連携し、お客様

に迅速且つ柔軟な対応を心掛け、信頼される品質

を提供し社会に最良の貢献を致します。
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協栄プリント技研株式会社
東京都調布市多摩川 1-21-1
http://www.kpg.jp

西岡可鍛工業株式会社
愛知県豊田市吉原町平池 88
http://www.nishioka-mountain.co.jp

藤壺技研工業株式会社
神奈川県横浜市西区浅間町 3-204-17
http://www.fujitsubo.co.jp

デファレンシャルケース素材

放熱基板のファインブランキング

1967年の創業以来、機能性フィルム・樹脂等の
プレス金型設計製造・彫刻刃型等の切断刃型に特
化し、国内４拠点・海外５拠点で展開しております。
日本をはじめとする先進国市場ではハイブリッ

ト車や電気自動車といった次世代自動車のニーズ
が年々高まるなかエレクトロニクス・電子部品業
界で培った、高精度な金型技術が自動車部品産業
でも求められています。
協栄プリント技研では、次世代のモノづくりを

支えるためにお客様に最適な打ち抜きソリュー
ションを提案していきます。

鋳造企業として創業開始70年車メーカ−１次協
力企業として50年mountain�ブレーキディスクを
造り続け40年の実績を誇る西岡可鍛工業㈱です。
顧客満足を一番の目標に掲げ現代社会の車に求

められている軽量化をメーカー様と共に追及し、
燃費向上に協力させていただいております。
ディスクブレーキに関しては最大年間20万枚の

製造実績を基に、通常使用向・サーキット仕様向
けの材質テスト・開発・製造と販売を行っており、

ご高評をいただいております。非対応車種にも対
応すべく順次開発をしてまいります。

FUJITSUBOは、1931年の創業以来、各時代を
先取りした「最高の製品を生み出すこと」をモットー
に、オリジナル製品の生産に専心してきました。
1997年に品質の国際規格ISO9001の認証を取

得したことは、永年に渡って培ってきた経験と技
術を次世代に伝えるとともに、高品質・高性能が
信頼の基盤となり、お客様と社会のお役に立てる
よう努力を続けることを約束した当社の姿勢を表
しています。また、近年は騒音・環境問題にいち

早く取り組み、
2003年3月 に
は自社に車外騒
音測定用路面を
設置してJIS�Q�
17025：2005
試験場認証を取
得しました。
「斬新なアイデアと最新鋭技術で、私たち自身が
納得のゆく製品を創り出す」という精神は、創業
時から現在に至るまで一貫して当社の原動力と
なっています。これからも常にお客様の気持ちに
なって心のこもった製品を製作していきます

レガリスシリーズ
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丸子警報器株式会社
長野県上田市上丸子 1880
http://www.maruko-horn.co.jp

やまと興業株式会社
静岡県浜松市浜北区横須賀 1136
http://www.yamato-industrial.co.jp

株式会社ワイピーシステム
埼玉県所沢市牛沼 607-6
http://www.yp-system.co.jp

コントロールケーブル

ハイウェイホーン

1949年の創業以来、自動車用ホーンの専門メー
カーとして主要自動車メーカー各社に納入実績を
持ち、更に独自のブランドによって国内及び世界
のマーケットに製品を提供しています。現在、
MARUKO� HORN・ELEPHANT� HORN・
SAFETYHORNの製品は世界中で愛され親しまれ
ています。グローバル環境下で優れた機能と安全
性を発揮するために、3D�プリンターや実車音圧
測定室など最新の開発・解析・研究設備を用い、

合理性を追求した生産管理、全社的な品質保証体
制の下、独自開発した自動部品加工ライン、組立・
調整・検査の全自動組立ラインにより高品質・低
コストな製品づくりを行っています。

やまと興業社員一同は、「ものづくり」に誇りを
持ち、クリエイティブな製品開発に挑む技術者集
団として、日本のオートバイにとどまらず、世界
のマーケットに向けて大きく翔いています。二輪、
四輪用コントロールケーブルでは、業界初となる
Φ�3�ミリ径小ケーブルを開発し、軽量化とスペー
ス効率を追求します。エンジン冷却、潤滑用パイ
プでは、極小0.6�Ｒ曲げ技術と様々な接合技術を
有しお客様のニーズに応えます。センサー部門で

は３Ｄプリンターの活用で、短期間での開発を可
能にしています。

ワイピーシステムは①防災製品の製造・販売、
②受託研究開発、③めっきやアルマイトなどの金
属表面処理加工を行っています。防災製品は二酸
化炭素消火器具とした消火システムや自動車用緊
急脱出ツールなどの防災製品を中心に取り扱って
います。受託研究開発は国などから研究費を受託
し、防災製品の開発や次世代表面処理技術の開発
を行っています。
金属表面処理加工はニッケルやクロムなどの金

属めっき、アル
マイト処理およ
び独自技術であ
る低温黒色クロ
ムおよびカラー
CB処理を行っ
ています。
次世代のめっ
き技術および二
酸化炭素消火システムや防災システムについて多
くの特許を取得、申請しています

消棒RESCUE
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欧州経済は2008年のリーマンショックによ

る落ち込みや、2010年からの南欧諸国を中心

とした政府債務問題を経て2013年以降徐々に

立ち直り、2015年も7～9月期まで1％台半ば

での緩やかな回復を続けている。一方で、

2015年はギリシャ債務問題やフォルクスワー

ゲンのディーゼル排出ガス不正問題、そして

11月13日に発生したパリ同時多発テロ事件

と、多くの課題に直面した一年となった。

その中でも、2015年を通じて大きく報じら

れたのが、内戦が続くシリアからの脱出者を

中心に欧州へ押し寄せた難民の問題である。

昨年9月にドイツのメルケル首相が80万人の

受入を表明して以降、ドイツを目指す難民が

一気に増え、地中海経由で欧州へ流入した難

民は2015年11月時点で既に80万人を超え、今

後もシリアの混乱が続けば、数百万人に上る

可能性もある（図表１）。ＥＵ諸国の難民対

応は各国間で温度差が大きく、ドイツでは難

民受入に積極的な姿勢を見せるが、難民の最

初の到着国であるギリシャやイタリアでは、

短期間に大量の難民が流入し、収容の限界を

超えたとして、到着する難民全ての受け入れ

を放棄した。ハンガリーなどでは流入阻止の

ため国境を封鎖する動きもみられる。９月の

ＥＵ首脳会議ではＥＵ全体で16万人の難民受

入を決めたが、東欧諸国の一部は受入分担を

拒否している。

昨年11月に欧州委員会は、今回の難民流入

による経済面での影響の試算を公表した。短

期的には、難民の生活支援などに伴う財政支

出（対GDP比0.2％程度）が成長率を押し上

げると想定している。それ以上に重要なのは、

中長期的には難民が、ＥＵの労働力不足を補

完する役割を担う可能性があるとの指摘であ

る。日本と同様、今後はＥＵでも少子高齢化

が進む。特に、ドイツでは、2050年にかけて

15～64歳の人口が２割以上減少すると見込

欧州に押し寄せる難民の影響と
今後の課題

DBJ 経済ワンポイント解説　Vol.7

（備考）1.UNHCR　2.2015年は11月2日時点

（図表1）地中海経由で欧州へ流入した難民
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まれており、労働供給への悪影響が避けられ

ない。今回の難民は労働力として期待できる

比較的若い世代が多いとみられる。今後、学

校教育や職業訓練を積み、社会に溶け込みな

がら労働参加が進展する場合に は、2020年

時点でEUのGDPを0.3％近く押し上げる可能

性が示されている。

一方、難民受入の課題も出てきている。Ｅ

Ｕへの難民申請は、昨年時点で1990年代初頭

の旧ユーゴスラビア紛争時に匹敵し、今年は

過去最高を更新する見通しである。大量の難

民流入にＥＵ側の対応が追いついておらず、

旧ユーゴスラビア難民を大量に受け入れた経

験を持つドイツでも受入を制限すべきとの声

が上がっている。東欧諸国では、人口に占め

る移民の割合は５％にも満たず、西欧諸国の

１割余りを大きく下回る（図表２）。移民や

難民の受入の経験が浅いこれらの国では、文

化や宗教の異なる難民が大量に押し寄せるこ

とに対して、特に抵抗感が強い。このほか、

ドイツは戦後のトルコ移民の受け入れも経験

し、社会適応促進のための政策に取り組むが、

いまだに適応は容易ではない。ＥＵの失業率

をみると、移民の失業率は自国民よりも高く、

ＥＵ域外からの移民の失業率は20％を超えて

いる。文化や言語の違う移民や難民が労働力

として定着するのは容易ではないとみられ

る。

昨年６月のデンマークの総選挙では、反移

民を掲げる国民党が議席を伸ばして第２党へ

躍進した。また、同10月のスイスの総選挙で

も反移民を掲げる国民党が第１党へ躍進した

ほか、ポーランドでは、難民の受入に否定的

な「法と正義」が勝利し、政権交代をするに

至っている。今後は、パリ同時多発テロ事件

を契機に各国で移民や難民の受入に反対する

動きが勢いを増し、政治体制の不安定化など

に発展する可能性が一層高まるとみられ、Ｅ

Ｕ諸国は難しい舵取りを迫られることになろ

う。

参考文献：
European Commission（2015） European Economic 

Forecast, Autumn
UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）（2015） 

Map New Asylum Applications Europe, November 
http://data.unhcr.org/syrianrefugees/asylum.php

日本政策投資銀行（2015） DBJ Monthly Overview, 12月
号

日本政策投資銀行

（図表２）人口に占める移民の割合（2014年）

（備考）Eurostat
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委員会活動
　総務部
●業務報告〔10/16 ～12/15〕
10月22日 正副会長等打合せ会、理事会　平成27年度上半期

事業報告及び上半期収支決算報告他（経団連会館）

●行事予定〔1/16 ～ 3/15〕
1月21日 正副会長等打合せ会、理事懇談会　主要委員会活

動報告他（東京プリンスホテル）
1月25日 政策委員会　平成28年度事業計画及び収支予算他

（WTCコンファレンスセンター）

　業務部
●業務報告〔10/16 ～12/15〕
11月4日 中小企業施策委員会　仮想展示会、技術展示商談

会について検討を行った。（部品会館）
11月16日 自動車総連とのトップ懇談会　自動車部品産業の

課題について意見交換を行った。（芝浦）
11月19日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP

の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研　事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（部品
会館）

11月26日 経営調査部会　2015年度中間期の自動車部品工業
の経営動向（案）について検討を行った。（部品会
館）

11月30日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP
の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（太田
商工会議所）

12月1日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP
の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（ウィ
ンクあいち）

12月1日 補修部品用品委員会 講演会　補修部市場の動向と
展望に関する講演会を開催した。　テーマ：「最近
の国内補修部品市場・ビジネスの動きと今後の展
望等について」　講師：㈱ジェイシーレゾナンス 
代表取締役社長 松永博司 様（部品会館）

12月3日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP
の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（部品
会館）

12月4日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP
の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（大阪
商工会議所）

12月11日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP
の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（ウィ
ンクあいち）

12月14日 調達・生産部会　自動車適正取引化研究会の結果
の報告及び今後の対応について検討を行った。（部

品会館）
12月15日 BCPセミナー　事業継続力強化の講習会と、BCP

の演習セミナーを開催した。　講師：㈱インター
リスク総研 事業リスクマネジメント部 事業継続
マネジメントグループ　上席コンサルタント 田代
邦幸 様　上席コンサルタント 下平庸晴 様（部品
会館）

●行事予定〔1/16 ～ 3/15〕
1月25日 政策委員会と自動車総連との懇談会（浜松町）
2月8日 人財・労務部会（講演会）（部品会館）
2月25日 経営調査部会（部品会館）
3月2日 技術展示商談会（UDトラックス㈱ 本社・上尾工場）
3月11日 総務委員会（部品会館）
3月17日 中小企業施策委員会（経団連会館）

　国際部
●業務報告〔10/16 ～12/15〕
10月16日 TPP自動車分野大筋合意説明会　経済産業省自動

車課からTTP大筋合意に関する情報提供（くるま
プラザ）

10月26日 北米市場報告会　北米市場に関するセミナー（部
品会館）

10月28日 米欧歓迎夕食会　日米欧三極会議出席者歓迎夕食
会（品川）

10月29日 日米欧三極自動車部品会議　事務局会合（ホテル
インターコンチネンタル東京ベイ）

10月30日 日韓自動車部品工業協議会　1）開会・両国代表挨
拶 2）出席者紹介 3）両国プレゼンテーション 
4）質疑応答（ホテルインターコンチネンタル東京
ベイ）

11月27日 知的財産権部会　1)知財関連事項の説明 2）【報告】
WGの活動について 3）【意見交換】来年度活動計
画 4）【講演】トヨタ自動車(株) 知的財産部長 近藤
健治様（部品会館）

12月8日 国際委員会　1）最近の情勢 2）本年度事業の進捗 
3）他（部品会館）

●行事予定〔1/16 ～ 3/15〕
1月29日～2月5日  

UAE国内模倣品対策活動ミッション　UAEにお
ける模倣品の実態調査、関係機関への訪問（ドバ
イ、シャルジャ）

2月18日 FTA・通商部会　1）最近の動向 2）本年度事業
の進捗状況 3）来年度事業計画 4）他（部品会館）

3月8日 国際委員会　1）最近の情勢 2）本年度事業の進捗 
3）他（部品会館）

　関東支部
●業務報告〔10/16～12/15〕
11月12日 関東支部メキシコ自動車産業視察ミッション参加

者反省会（部品会館）
11月19日 関東支部拡大運営委員会・懇親会　関東支部事業

報告（上期）　メキシコ自動車産業視察ミッション 
実施報告（八芳園）

12月1日 講演会（本部と共催）　「最近の国内補修部品市場・
ビジネスの動きと今後の展望等について」　㈱
ジェイシーレゾナンス 代表取締役社長 松永博司 
様（部品会館）

12月3日～4日
 第3回関東支部企画部会　27年度事業報告および

評価について　28年度事業要望調査の結果につい
て　28年度事業計画(案)の検討について（NOK㈱ 
熊本事業場）
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●行事予定〔1/16～3/15〕
1月21日 新年懇親会（東京プリンスホテル）
2月頃 第4回関東支部企画部会　アルパイン㈱（いわき本

社）
2月18日 関東支部会員会社情報交流会　工場見学会
2月19日 関東支部会員会社情報交流会　懇親ゴルフ会
3月23日 関東支部運営委員会　平成26年度事業報告（仮）　

平成27年度事業計画（案）（八芳園）

　中部支部
●業務報告〔10/16 ～12/15〕
10月20日 事例選考会(環境部会)　代表事例の選考（名古屋栄

ビル）
10月22～23日
 ISO14001：2008　内部監査員２日間セミナー（刈

谷市産業振興センター）
10月27日 北米報告会　「北米自動車産業の現状と展望」　

JAPIA北米事務所　代表　河島哲則氏（名古屋栄
ビル）

10月27～28日
 AIAG，コアツール実践２日間セミナー（刈谷市

産業振興センター）
10月29日 優良企業工場見学会（中小企業部会）　ダイキン工

業㈱滋賀製作所（滋賀県草津市）
11月13日 講演会（中小企業部会）　「和時計から日本のもの

づくりを考える」　ナルセ時計㈱ 代表取締役 成瀬
拓郎 氏（名古屋栄ビル）

11月19～20日
 ISO/TS16949：2009　内部監査員２日間セミナー

（刈谷市産業振興センター）
11月19～20日
 ISO9001：2008　内部監査員２日間セミナー（刈

谷市産業振興センター）
11月27日 環境保全に関する講演会・事例発表会　「東芝グ

ループの環境経営」　㈱東芝 環境推進室長 実平喜
好 氏　「新しい競争ステージに入った世界の自動
車産業」㈱フォーイン 取締役副社長 久保鉄男 氏　
事例発表会（13事例）（名古屋市工業研究所）

12月4日 第２回運営委員会　上期事業・決算報告（名古屋
市内）

12月8日 海外視察報告会　北米自動車産業視察報告会（名
古屋市内）

●行事予定〔1/16 ～  3/15〕
1月27日 講演会（環境部会）　「ISO14001改訂情報と企業の

対応」　中部大学 准教授 伊藤佳世 氏（名古屋栄ビ
ル）

1月29日 優良企業工場見学会（中小企業部会）　本田技研工
業㈱鈴鹿製作所（三重県鈴鹿市）

2月4日 支部懇談会・懇親会　賀詞交歓会（名古屋市内）
2月12日 優良施設見学会（環境部会）　味の素㈱東海事業所

（三重県四日市市）
2月18日 講演会（中小企業部会）　「2025年の電動パワート

レイン市場」　野村総合研究所（名古屋栄ビル）
3月9日 優良施設見学会（環境部会）　㈱小松製作所 粟津

工場（石川県小松市）

　関西支部
●業務報告〔10/16 ～12/15〕
10月21日 生産分科会　委員会・ご指導会・工場見学会　「現

場改善を通じたイノベーション」　㈱柿内幸夫技
術士事務所 柿内幸夫氏（㈱アステア 本社）

11月5日 技術分科会　異業種見学会（防衛省 技術研究本部 
先進技術推進センター）

11月24日 総務分科会　メンタルヘルスセミナー　「社員が

“うつ”で休んだら？ ～ 会社ができる対応・サポー
ト」　㈱東芝 本社 産業医 増田つかさ氏　産業医
科大学 医学部 精神医学教室 臨床心理士 松元知美
氏（ホテルグランヴィア大阪）

11月25日 品質分科会　ISO/TS16949:2009 規格解説セミナー
（エル・おおさか）

12月8日 総務分科会　メンタルヘルスセミナー　「社員が
“うつ”で休んだら？ ～ 会社ができる対応・サポー
ト」　㈱東芝 本社 産業医 増田つかさ氏　産業医
科大学 医学部 精神医学教室 臨床心理士 松元知美
氏（ホテルグランヴィア岡山）

12月11日 第3回正副支部長会・第2回運営委員会・情報交換
会・講演会・懇親会　「アセアンの経済統合と日本
企業のビジネスチャンス」　京都大学 大学院 経済
学研究科 教授 塩地洋氏（オリエンタルホテル広
島）

●行事予定〔1/16 ～ 3/15〕
1月27日 技術分科会　異業種見学会（防衛装備庁 陸上装備

研究所）
2月3日 生産分科会　委員会・工場見学会　（㈱エクセディ 

上野事業所）
2月5日 補修部品分科会　見学会（大阪ガス㈱ 泉北製造所

／ガス科学館）
3月4日 第4回正副支部長会・第3回運営委員会・分科会リー

ダー会・情報交換会・講演会・懇親会（ホテルグ
ランヴィア岡山）

3月9日 総務分科会　勉強会
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技術関係委員会等の開催状況　（10／16～12／15）

1．総合技術委員会
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月30日 ITS部会幹事会 自動車部品会館 1）SIPの対応について
2）ITS部会の開催について

11月5日 平成27年度
第3回総合技術委員会 自動車部品会館

1）環境問題への対応について
2）電子情報化への対応について
3）基準・認証制度への対応について
4）その他 各委員の情報交換

11月12日 国際標準化検討幹事会 自動車部品会館 1）自工会との協力体制について

2．基準認証部会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月23日 基準認証部会
コンファレンス
プラザ
大阪御堂筋

1）インドWG 活動状況
2）中国WG 活動状況
3）ASEAN-WG活動状況
4）WP29参加について
5）各国情報
6）JASIC情報

11月9日
　～15日 UN/ECE/WP29会議 ジュネーブ 1）CLEPA/MEMA/JAPIAミーティング

3．IT対応委員会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月16日 DE促進部会幹事会
DE促進部会 自動車部品会館

1）全体報告について
2）WG報告について
3）幹事会報告について
4）その他(困り事相談、情報交換等)
5）WG活動 

10月19日 EDI部会 自動車部品会館 1）平成27年度の活動中間報告について
10月20日 IT対応委員会幹事会 自動車部品会館 1）平成27年度の活動中間報告について

10月27日 IT対応委員会 自動車部品会館
1）JNXセンター報告について
2）平成27年度の幹事会の中間報告について
3）平成27年度のDE促進部会の中間報告について
4）平成27年度のEDI部会の中間報告について

11月10日 DE促進部会OEM 
CAD-WG

矢崎総業
（御殿場） 1）JAMAガイドラインの要約と成果物への反映について

11月11日 DE促進部会3D-CAD新技
術調査WG 安保ホール 1）セキュリティー講演会の企画について

11月20日 DE促進部会幹事会
DE促進部会 自動車部品会館

1）全体報告について
2）WG報告について
3）幹事会報告について
4）その他(困り事相談、情報交換等)
5）WG活動

12月1日 DE促進部会 
構造改革WG

アイシン精機
（刈谷） 1）実機検証会打合せ

12月9日 DE促進部会 
構造改革WG

スタンレー電気
（宇都宮） 1）実機検証会打合せ

12月10日 DE促進部会
3D-CAD新技術調査WG 自動車部品会館 1）アンケート打合せ

4．環境対応委員会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月19日 環境対応委員会幹事会 刈谷市産業振興
センター

1）各部会・分科会の本年度活動計画の報告
2）総合技術委員会報告
3）事務局情報

10月21日 JAMAシート改訂および
BPR説明会（東京）

日比谷
図書文化館

1）JAMAシート ver.2.32変更内容説明
2）GADSL改正情報解説
3）IMDSリリース10対応解説
4）欧州殺生物性製品規則対応について
5）質疑応答
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日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月22日 製品環境部会幹事会 自動車部品会館
1）各部会活動報告
2）欧州・北米出張報告（REACH TF & AIAG-Conference）
3）東南アジア出張報告
4） JAMAシート改正関連およびBPR調査対応に関する説明会について

10月22日 温暖化防止推進分科会 自動車部品会館
1）分科会全体日程
2）CO2削減シナリオTF
3）事例・情報展開TF

10月23日 製品環境部会 自動車部品会館

1）各部会活動報告
2）欧州・北米出張報告（REACH TF & AIAG-Conference）
3）東南アジア出張報告
4） JAMAシート改正関連およびBPR調査対応に関する説明会につ

いて

10月28日 JAMAシート改訂および
BPR説明会（名古屋）

名古屋市
工業研究所 10/21と同じ

10月29日 環境対応委員会 東京
ビッグサイト

1）環境対応委員会関連会議経過報告
2） 各部会・分科会等のH27年度活動計画案並びにトピックスの報

告
3）事務局情報

10月30日 工場用化学物質分科会 自動車部品会館
1）ガイダンスグループの進捗報告
2）法規制調査グループの進捗報告
3）GLAPS会議グループの進捗報告

11月9日 LCAデータWG アイシン精機
本社

1）活動内容まとめ
2）2015年度活動今後の予定

11月9日 国際イベント準備委員会 自動車部品会館 1）全体日程･担当について
2）プレゼンターへの現行作成依頼について

11月11日 物質調査システム分科会
幹事会 自動車部品会館

1）自工会物質調査あり方TFについて
2）IMDS-SCでのChemistry Manager 渉外について
3）GASG会議について

11月13日 LCA使用段階検討WG 自動車部品会館 1）活動内容まとめ
2）2015年度活動の進捗と今後の予定について

11月13日 LCA分科会 自動車部品会館
1）各WG進捗状況報告
2）LCA日本フォーラム表彰応募に関して
3）今後の予定

11月26日 化学物質規制対応分科会
幹事会 自動車部品会館

1）各国法規制動向
2）物質精査活動
3）自工会情報
4）欧州情報 (ACEA REACH TF等)

11月27日 製品環境部会幹事会 自動車部品会館
1）総合技術委員会結果報告
2）自工会情報
3）欧州情報 (ACEA REACH TF等)

12月3日 国際イベント準備委員会 自動車部品会館
1）プレゼンター招聘状況
2）パンフレットについて
3）参加費について

5．品目別部会関係
日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月22日

電線部会 自動車部品会館
1）前回議事録確認について
2）第67回ISO国際会議（フランス）出席報告について
3）アクションアイテム確認と対応審議について
4）JASO D603 アルミ電線規格、2次案作成審議について

チャイルドシート分科会 自動車部品会館 1）インフォーマル会議報告
2）GRSP対応方針案作成について

車輪技術部会 自動車部品会館
1）ISO対応について
2）2016年版JATMA YEAR BOOK R章改正について
3）ホイールの各国部品認証対応について
4）自技会関連について

10月29日 エアバッグ分科会 自動車部品会館

1）R95及びR13Xについての各社検討状況についての情報交換
2）CLPの各社での対応状況について
3）BAM Module D定例監査の各社対応状況について情報交換
4）欧州向けのコーションラベル記載についての情報交換
5）CAMDS登録についての情報交換
6） エアバッグインフレーターやプリテンショナー等MSDS(SDS)

の作成/管理部署MSDSに記載の連絡先、客先との窓口部署につ
いて
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日　時 会　議　名 開催場所 概　要

10月30日
JIS小委員会、
濾器技術部会 自動車部品会館

1）オイルフィルタJIS原案審議
2）ISOサンディエゴ会議出席報告
3）自技会フィルタ分科会関連

シート技術研究発表会 コクヨホール 1）研究発表会

11月6日 レストレイント部会
幹事会 自動車部品会館 1）H27年度上期活動報告

2）合同会議・企画

11月10日 GTB対応会議、
ランプ部会 自動車部品会館

1）第120回GTB会議出席計画について
2） 中国CCC認証の最新情報について
3）第74回GRE会議出席報告について

11月20日 PT熱交換器分科会 自動車部品会館 1）“JIS D 1614放熱性能試験方法の改訂”にについて

11月27日 車輪技術部会 自動車部品会館
1）ISO対応について
2）JATMA YEAR BOOK R章改正について
3）ホイールの各国部品認証対応について

12月3日 電線部会 自動車部品会館
1）前回議事録確認について
2）第68回ISO国際会議アクションアイテム対応審議について
4）JASO D603 アルミ電線規格、2次案作成審議について

12月3日
　～4日 オイルシール技術部会 豊岡 1）JIS-ISO整合化作業について

2）ISO審議状況等

12月4日 GTB対応会議、
ランプ部会 自動車部品会館 1）第120回GTB会議出席報告と今後の課題について

2）中国CCC認証の最新情報について

12月7日 摩擦材技術部会 自動車部品会館
1）ISO会議出席報告について
2）自技会ライニング分科会関連について
3）来年度活動計画、予算について

12月8日
　～9日

レストレイント部会
秋季合同会議

プラトンホテル
四日市

1）平成27年度上期部会・分科会中間活動報告
2）平成27年度部会・分科会中間会計報告
3）PR活動について
4）国内外法規動向等の情報
5）12/9 三菱化学株式会社 四日市事業所　見学

●行事予定〔1/16～3/15〕
月　日 会合名称など 概　要 場　所

1月18日 環境対応委員会幹事会 刈谷産業振興会館
〃 QRTV-WG 自動車部品会館

1月20日 ITS部会 自動車部品会館
1月21日 製品環境部会幹事会 自動車部品会館

〃 車輪技術部会 自動車部品会館
1月22日 製品環境部会 自動車部品会館

〃 DE促進部会幹事会 自動車部品会館
〃 DE促進部会 自動車部品会館
〃 シート部会 自動車部品会館

1月25日 PT熱交換器分科会 自動車部品会館
1月26日 環境対応委員会 自動車部品会館
1月27日 製品環境部会 自動車部品会館
2月4日 電線部会 自動車部品会館
2月5日 平成27年度第4回総合技術委員会 自動車部品会館

〃 クッション性分科会 自動車部品会館
2月12日 DE促進部会　セミナー 自動車部品会館
2月18日 物質調査システム分科会幹事会 自動車部品会館
2月19日 製品環境部会幹事会 自動車部品会館
2月25日 製品環境部会 自動車部品会館
2月26日 DE促進部会幹事会 自動車部品会館

〃 DE促進部会 自動車部品会館
〃 ランプ部会 自動車部品会館

3月3日 DE促進部会 3D-CAD新技術調査WG 自動車部品会館
3月10日 DE促進部会 3D-CAD新技術調査WG 自動車部品会館
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私は仕事柄、自動車組立工場や自動車部品製造
工場をよく訪れます。日本企業もあれば米国、カ
ナダ、メキシコの企業もあります。20年ほど前に
は東南アジアの国の工場にもよく行っていたもの
です。様々な業種で様々なものを造っている工場
を訪れると、優れた業績を上げているところには
幾つかの共通点があるということに気づきます。
その共通点のうちのひとつは、優れた製造工場に
は必ず「ものづくり」が大好きな職人が少なくと
も一人いるということです。彼らは皆例外なく、
自分の工場から出て行く商品を誰よりも愛してい
て、お客が要求している品質仕様を満足するだけ
では不十分で、とにかく世界に向けて「どうだ、
こんなものは他の誰にも造れないだろう」と胸を
張っている、それはもう素敵な人々なのです。

ものづくりの現場に接したことのない人々に
とって彼らは実に面倒な存在であるようです。何
しろ「これで十分」と決して言うことがないので
すから。それどころか「明日は今日より良いもの
を造ってみせる」と言い続けるのですから始末に
おえません。

ところでクルマという商品は近年「４つの車輪
がついたスマートフォン」になりつつあるようで
す。少し前までは「地球の大気を汚す悪の象徴」
でした。インターネットと結びつき、車載コン
ピュータとセンサーの力で周囲の状況を判断して
自ら危険を回避することができる安全な乗り物に
なり、多量の石油を燃やさなくても走ることがで
きるグリーンな移動手段になり、そして自分で運
転しなくてもよい動くリビングルームまたはオ

フィスあるいは会議室にもなりそうな気配さえあ
ります。

これらのクルマが今後装備していく数々の機能
はどれもクルマのオーナーの人生をより豊かにし
てくれるものなのですから大歓迎です。もちろん
現在の米国市場でアンケート調査をした結果、多
くのドライバーは自分の新車に装備されているこ
れら最新のテクノロジーの大部分を全く使わない
そうですから、今のテクノロジーはまだドライバー
が利用するために多くの負担をかけられていると
いうことなのでしょう。そのことは今後のさらな
るテクノロジーの進化を待つとして、もうひとつ
期待したいことがあります。それはせっかくクル
マが進化するのなら、自動車メーカーや自動車部
品サプライヤーは新しい時代のクルマに、さらに
素晴らしい「職人の技」を仕込む競争をしてもら
いたいということです。

私が今乗っているクルマにもたくさんの新しい
テクノロジーが搭載されていますが、何よりも嬉
しいのは、助手席に乗せる私の愛する人の安全を、
私の運転技術と反射神経が及ばない事態、つまり
「いざという時」にこのクルマが守る手伝いをして
くれると信じさせてくれることです。そしてそれ
は世界中の数限りない職人たちの技がこのクルマ
のあらゆる場所に仕込まれていると感じさせてく
れるからです。きっと彼らは「明日はもっと良い
ものを造ってやるからな」と思っていてくれるこ
とでしょう。世界中の頑固な職人たちに心から感
謝します。� 〈完〉

進化するクルマを支える 
ものづくり JAPIA 北米事務所　河島 哲則
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中部支部　中小企業部会主催
「ダイキン工業㈱滋賀製作所」視察報告

一般社団法人日本自動車部品工業会中部支部

中小企業部会　委員長　宮城 和弘（記）
（やまと興業株式会社　取締役）

視
察
報
告

1．日時
2015年10月29日（木）　11：00～17：30

2．視察先
ダイキン工業株式会社　滋賀製作所

（滋賀県草津市岡本町1000‐2）

3．参加者
中部支部会員企業　17社25名

4．面談者
空調生産本部
企画部法規担当課長　山口義文様

5．視察スケジュール
13：20～14：00　会社概要説明
14：00～15：30　工場見学
15：30～16：00　質疑応答

6．訪問目的　 
ダイキン工業グループのエアコンのマザー工場

の役割を担う滋賀製作所。空調機器の世界トップ
シェアを誇るメーカーを支える工場を環境・カイ
ゼンの分野から見学し参考にさせていだたく。

7．会社概要   
設立　　昭和9年2月
資本金　850億円
売上高　1兆9150億円（平成26年度/連結）
従業員　59,179名（平成27年3月現在/連結）

8．事業内容　
「うるさら７」に代表される家庭用・業務用の

エアコンをメインとした空調機器が売上高の89％
を占める。化学部門ではフッ素を活用した製品開
発が多く、スマートフォンの操作性向上などにも
活用されている。他に、油機・特機・電子システ
ム部門などがあり、滋賀製作所では、ルームエア
コン・空気清浄機・給湯器などの開発・製造を行っ

ている。

9．視察報告
新冷媒「R32」を世界で初めて採用したルーム

エアコンの技術に代表される空調機器の世界トッ
プメーカーであるダイキン工業の見学ということ
で会員企業の関心も高く、25名の参加者が集まっ
た。琵琶湖の南、草津市にある滋賀製作所は甲子
園7個分の敷地で、約2000名の従業員が空調機器
の生産に従事している。人口13万人の草津市では、
草津名産は「ルームエアコン」と言われ、地域に
愛される企業体質がうかがえる。その実例として、
地域住民や従業員家族を招待する納涼祭や工場見
学会、また廃水・排気処理施設を完備し、環境影
響の抑制などに取組んでいる。

草津田上インターから立命館大学キャンパスを
回り込むように約5分で滋賀製作所に到着する。
記念撮影後、会議室へ案内され会社概要、環境・
カイゼンの取組みなど説明を受ける。環境への取
組みには力を入れており、廃水処理場を敷地内に
完備し、国の規制より厳しい社内基準値で管理さ
れ、防液提の役割を果たす池では工場内の雨水が
すべて流れ込むように設計し計測器で常時監視し
ている。

事務棟の入り口には製品の展示スペースがあ
り、「うるさら７」の無給水加湿のデモやサーキュ
レーション機能付きエアコンの体験ができる。家
庭用エアコン全製品に新冷媒「R32（地球温暖化
係数1/3）」が採用されたこと、エコキュートには
CO2冷媒、フィルターの自動清掃機能などの紹介
があった。

工場見学に移ると、建屋自体は年代を感じるも
のの２Sが行き届いており、整然としたラインの
中を多くの無人搬送車が部品を入れたバケットや
完成前の室外機などを運搬し行きかっている。

室外機の生産ラインでは、約100種類の混流生
産を可能としている。部品の供給は無人搬送車が
必要なものを必要な時に供給することで、ライン
周辺にはその後組み付ける数個の在庫しかない。
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仕入れ先から納入された部品は、ラインの先頭に
集めることなく必要な場所へ直接供給することで
スペース削減を実現している。その取組みででき
た空いたスペースに仕入先製造ラインを取り入れ
ることでさらに在庫削減し、リードタイムは68ｈ
から4.1ｈまで削減している。またラインを観察
すると、いたるところにカイゼンが見て取れる。
その中で特徴的なものは、できるだけエネルギー
を使わないカイゼンである。部品の自重を利用し
たもの、ベルトコンベアーの力を利用し製品の横
移動・回転・一時停止などの「からくりカイゼン」
が多くみられる。

室内機の組立てでは、汎用製品の専用ラインと
ハイグレート製品のセルラインと2種類の生産方
式を使い分けていた。セルラインでは、ペンの
キャップレス、吊り下げられた電動ドライバーの
定位置化など作業者が取り組んだカイゼンが随所
に見られた。さらには、作業者全員をID登録し、
作業者の身長によって作業台や部品の高さが自動
で変更される仕組みが組み込まれていた。汎用ラ
インでは10cm・0.1秒にこだわったカイゼンが実
施されており、タクト40秒で完成させている。

このように全社でカイゼンが浸透し、全員参加
のカイゼン活動が根付いている印象を受けた。そ
して、カイゼン事例の展示スペースがあり「起き
上がり街道」と名付けられている。このような展
示はどこのメーカーでもあるが、こちらではカイ
ゼンで失敗した事例を展示し、その解決した内容
を実践に役立つようにしている。

冷媒の流れる配管の接続などは特殊工程とさ
れ、作業者がトーチを使ってろう付けしていた。
ここではマイスター制度を設け、A・B・Cの3段
階でランク付けを行い、Cランクは生産に従事で
きないルールとなっている。その他にも、作業者
の体調や個々のスキルが一目でわかるようにする
など、人による不具合の発生も抑制することで効
率・品質を両立した工場となっていた。

10．所感
空調機器のトップメーカーということで自動

化・無人化が進み、見学をしても製品が流れてい
るところを通路から見るだけかと不安もあった
が、よい意味で裏切られた。全社一丸となってカ
イゼンを推し進め、高い領域での成果を実現して
いることが感じ取れる素晴らしい工場であった。
また、工場見学も現場の監督者の方が直接案内し、
生の声を聴くことができ、分かりやすく感謝して
いる。会員企業にとって見習うところが多く、参
考になる見学になったと確信する。

会社概要説明で案内された会議室に年頭所感が
掲示してあり、「未来を創造し変化の時代を勝ち
抜こう」と現状に満足せず、さらに上を目指すダ
イキン工業のさらなる躍進を想像させる工場で
あった。

最後に、この機会を準備いただいた中部支部、
および快く工場見学に応じていただいたダイキン
工業㈱滋賀製作所様に感謝申し上げます。ありが
とうございました。
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パイプ加工のスペシャリストとして
顧客の問題解決に貢献する
伝統の多品種少量生産に磨きをかけ
新たな領域を開拓

江崎工業は1948年の創業。商船学校を卒業し船
員をへて戦前から事業を展開していた江崎社長の
祖父が、自動車用パイプ製造会社として設立した。
戦前は研究所を設立し、古紙再生にも取り組んだ
という研究畑の祖父。江﨑社長は「中学生の頃、
一緒に行った釣りで船のエンジンが故障したもの
の、祖父は普通に修理して帰ってきた」と当時を
振り返る。江﨑社長はヤナセをへて入社。歓迎会
の席上、仕事上のことで男性の管理職と女性社員
が口論する姿を目の当たりにして仕事にかける強
い想いを実感したという。

独自技術をいかす

創業時の理念は変わらない。現在もパイプを軸
に独自技術を発揮している。なかでも、じゃばら
を利用してパイプを曲げつつ、振動を吸収すると
いうベローズ管はエンジン回りを中心に欠かせな
い自動車用パーツだ。江崎社長は「祖父がベロー
ズ管の開発に取り組んでいたことを思い出す」と
いう。創業時の想いを背景に、ベローズの流れを
くんで、現在開発力をいかし加工と製品化に注力
する。

同社の特徴でもあるベローズ管は振動吸収だけ
でなく熱変化による膨張・収縮の吸収、さらには
表面積が拡大することによる冷却効果があるとい
う。現在のエンジンでも、常に振動するターボチャー
ジャーの接続配管にかかせない。ターボチャー
ジャーで過給するエンジンの採用が世界的に加速
するなか、確実に需要は高まっている。EGR向け
も同社の技術力を発揮する。現在はエンジン関連
を主力としており、パイプ加工のスペシャリストと
して商用車や産業用エンジン向けに供給する。

自社判断でタイへ進出

エンジン回りの配管システムはエンジンルーム
のレイアウトや補機類の装着によって微妙に変化
する。それだけに、同社では迅速な開発と多品種
少量生産体制に磨きをかけている。限られた期
間内で開発し、求められる数量を確実に供給す
る体制だ。「自動化が難しいだけに、いかに人の
力で効率よくすすめるか。ロボットや人の力を組
み合わせて効率よく生産する仕組みを作り上げて
きた」とする。こうしたなかで、国内生産体制の
再編により「時代にあった姿」として競争力を

会社プロフィール

江崎工業 株式会社

本 部

資 本 金
従 業 員
事 業 所 拠 点

代 表 者

〒143-0016　東京都大田区大森北1-1-10　大森シティビル9F
TEL.03-5767-7334��FAX.03-5767-7338
2500 万円
194人（2016年 1月 1日現在）
本社／東京都大田区大森北 1-1-10　大森シティビル 9F、栃
木工場／栃木市岩舟町曲ヶ島 1932-1、EZAKI� INDUSTRIAL
（THAILAND）Co.,Ltd.（タイ）
代表取締役社長　江﨑敏治

江﨑敏治社長
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高めると同時に、2006年には自社判断でタイに
進出。100％出資子会社のEZAKI INDUSTRIAL

（THAILAND）Co., Ltd.を設立した。また、01年
からは世界的なパイプ部品メーカーであるシニ
ア・フレクソニクスと業務提携し、グローバル化
に対応している。

強い提案力で新規分野へ

パイプで培った力は今後にも大きくいかす考え
だ。「技術を高め応用範囲を広げる。自動車で培っ
た品質とコストを他業界で応用していく」とする。

産業用エンジン向けやEV（電気自動車）用など
領域は広がる。生産面では多品種少量生産に「こ
だわり磨きをかける」とともに、基盤となる中量
品のコストを含めた生産対応も強化していく。解
析・評価を組み合わせる総合的な提案力も強化す
る。「垣根を設けずニーズをつかんでいきたい」
と力を込める。

日本自動車部品工業会に対しては、「工場見学
やバーチャル展示会構想など、単独ではできない
スケールメリットを感じている」とする。グロー
バル化が加速するなかで期待は大きい。

EZAKI INDUSTRIAL THILAND栃木工場外観

工場工程

ベローズ加工製品 小物配管部品ベローズ他、特殊成形加工イメージ
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製品環境部会（メンバー企業数22社）

自動車サプライチェーン全体の
負荷低減に向けて
海外サプライヤーとも
相互の信頼関係をさらに進める

部会の活動内容を簡単に教えてく

ださい。

自動車製品に関わる環境規制に関

連して、個社では対応が難しい課

題（情報収集、当局・OEM等に対する渉外、

物質調査の進め方など）を中心に、解決で

きるよう具体的な方策を推進しています。

推進にあたっては、自動車サプライチェー

ン全体の負荷低減に繋がるように、常に心

がけています。

部会の具体的な活動と注力してい

ることは？

総合技術委員会委員と部会メン

バーとの連携を視野に入れながら、

物質調査・化学物質管理の背景知識・技術

的知見・交渉力・人脈等を有するメンバー

Q

A

Q

A

を育成するとともに、部工会の活動範囲拡

大・海外連携先との連携強化を目的として

います。

　・ 物質調査負荷の低減のため、日系

OEMや欧米の部品工業会と連携して、

物質調査ツールの適正見直しを進めて

います。

　・ 化学物質管理として、自工会と連携し、

新たな規制物質に関する影響評価や追

加調査抑制を進めています。

　・ 日米欧３極の部品工業会が連携し、サ

プライヤーアライアンス活動として、

製品環境に関わる課題解決を共同で進

めています。

　・ CATARC（中国自動車技術研究セン

ター）に対して、中国における自動車に

関する環境関係の法整備や、物質調査

33 Jan. Feb. 2016



製品環境部会
部会長　清水　康弘
（株式会社デンソー）

ツールについて、サプライヤー視点で

の情報提供や渉外活動を進めています。

その他の活動や課題について教え

てください。

・ 物質調査ツールとして会員の方

に利用頂いている『JAMAシー

ト』の整備を進めています。

　・ 欧州ELV規制の適用除外見直しの渉

外活動に、自動車部品の専門家の立場

で参画し、活動を側面から支援してい

ます。

特筆すべき点やアピールするポイ

ントは。

最近の３～５年間で、米国・欧州・

中国のOEMや部品工業会と製品環

Q

A

Q

A

境活動に関してGive & Takeを続けてきた

努力の甲斐もあって、欧州・中国を中心と

して各種会議体に参画できるようになり、

最新情報の入手や日本の意見を反映できる

ようになってきました。今後も、相互の信

頼関係を維持・発展させていくために、継

続的な貢献活動が必要であり、メンバーの

負荷増への対応や、若手の育成が急務だと

考えています。
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東京・渋谷のボッシュ日本本社１階に2015年９
月、「café�1886�at�Bosch（カフェ・イチハチハ
チロク・アット・ボッシュ）」がオープンした。ボッ
シュの設立年をネーミングしたカフェでは同社の歴
史を紹介するとともに、同社の最新の製品やテクノ
ロジー、サービスを紹介するショールームを併設す
る。同社の過去と現在、未来を伝える空間だ。ボッ
シュグループがブランドコミュニケーションの一環
として一般の顧客向けに商業的なカフェを運営する
のは世界でも初めての試みという。カフェとショー
ルームで利用できる専用のアプリも配信する。コー
ポレート・コミュニケーション部の下山田淳さんに
その想いを聞いた。

café 1886 at Bosch設立の 
きっかけは？
日本で生まれドイツで育ち、米国の大学を卒業し
た私にとってボッシュのブランドは、子供のころか
らガソリンスタンドなどで見て知っていた。ドイツ
の自宅には洗濯機や電動工具などボッシュの家電製
品をはじめ、クルマ好きの父親の影響から親しみを
持っていた。3年ほど前に転職しボッシュブランド
を伝える側になったものの、自動車業界や関係者を
のぞき認知度があまり高くないことに気付いた。自
分に与えられたミッションは日本
におけるボッシュのブランド認知
をボッシュらしい方法で引き上げ、
日本のボッシュ従業員により一層
会社に対する誇りや愛着を持って
もらうこと。いかに引き上げるか
を検討した。

グループで世界初の 
カフェとなる
研修でドイツ本社を訪問し、歴
史資料館に触れた。1900年代初頭
のボッシュの自動車パーツの販売
店の内装を盛り込んだコーナーが
あり、ボッシュの歴史を再現した
空間でドイツの美味しいコーヒー
とケーキを食べたいと思ったのが
きっかけ。地道に年輪を重ねてき
たボッシュの律儀さと正直さが醸

し出す雰囲気を日本の皆さんに知ってもらいたい、
体験してもらいたいと考え、日本の本社一階のス
ペースを利用してカフェを作り、ショールームを併
設して来場を促すことにした。

実際の運営で注意した点は？
日本の巧みな技と高い接客マインドなど日本の長
所を組み合わせる。日本人が得意とすることだから、
良いパートナーを選べば絶対うまくいくと確信して
いた。カフェのアイディアは社内で好意的だったも
のの、カフェがいかにブランド認知活動につながる
のかといった説明は大変だった。ドイツ出張の際に
もいろいろな部署に足を運んで説明した。2014年
9月にはテストの意味で移動カフェを開催して、そ
の知見を、実際の運営に活かすことができた。

今後の方向性は
オープン以来、メディアや来場客から予想を超え
る反響を頂いている。パワーツールや自動車のアフ
ターマーケットを扱ったワークショップを開催し好
評を博している。今後も年間を通じて活動を展開し
ていく予定だ。世界中のボッシュ関係者から「うち
でもやりたい」との声が届いており、グループ内で
日本の存在感を示せたのは非常にうれしい。

ボッシュ株式会社　コーポレート・コミュニケーション部ゼネラル マネージャー　下山田 淳さん

ボッシュ日本本社に、「café 1886 
at Bosch（カフェ・イチハチハチロ
ク・アット・ボッシュ）」をオープン

会員トピックス
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※（　 ）内の数字は掲載日付▶▶日刊自動車新聞の主要ニュースから部品業界の動きを追う

行政・団体
10月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■特許庁、研究開発の意欲喚起　中小企業向けに新制度（26日）
特許庁は、従業員が研究開発に取り組みやすくする「職務発明規
定」の導入を中小企業に促す。

■国交省、VWの排ガス問題で不正ソフト禁止（27日）
国土交通省は、ディーゼル乗用車などの不正な排ガス制御ソフト
を禁止する告示改正案を公表した。

11月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■自工会、自動運転普及ビジョン策定（7日）
日本自動車工業会は、自動運転技術の普及・促進するための「自
動運転ビジョン」を策定した。

■国際基準見直しでミラーなし車両OK（10日）
来年6月にもドアミラーがない自動車が認可される。

■経産省、なでしこ銘柄　3500社まで対象拡大（10日）
経済産業省は女性の活躍を進める企業を選定する「なでしこ銘
柄」の選定対象と基準を見直す。

■経産省、TPP相談窓口を設置（10日）
経済産業省は、企業からの環太平洋経済連携協定（TPP）に関
する相談を受け付ける「TPP相談窓口」を設置した。

■公取委、TPP発行から2年内に自動車市場の実態調査（11日）
公正取引委員会は、国内自動車市場の実態調査を環太平洋経済
連携協定（TPP）発効から2年以内に実施する

■厚労省、都内で表彰式　現代の名工公表（11日）
厚生労働省はこのほど、今年度の「現代の名工」を公表し、都内

で表彰式を開いた。
■国交省、死角事故減少へ近接視界基準を強化（12日）
国土交通省は、車両周囲の近接視界基準を強化する方針だ。カ
メラシステムなども活用して死角を減らすよう自動車メーカーに義
務づける。

■日本自動車殿堂、15－16年イヤーカーにロードスター進出（13
日）
日本自動車殿堂は、「2015―2016日本自動車殿堂イヤー賞」4賞
を決定したと発表した。カーオブザイヤーはマツダ「ロードスター」
および開発グループが受賞した。

■国交相、米のタカタ製膨張装置中止指示「安心・安全の観点で」
（14日）
石井啓一国交相は13日の会見で、米運輸省道路交通安全局
（NHTSA）がタカタにインフレーター（膨張装置）用の硝酸アン
モニウム使用を順次止めるよう指示したことについて「（指示の）
経緯を確認し、ユーザーの安心・安全確保の観点から国内の取
り扱いについて早急に検討していきたい」と語った。

■国交省、車線維持支援システム技術指針を廃止　自動操舵の
開発加速（16日）
国土交通省は、車線維持支援システム（LKAS）に関する技術指
針を廃止した。

■経産省と公取委、下請けとの適正取引を親事業者に要請　資
金繰りに配慮（16日）
経済産業省と公正取引委員会は、下請け企業との取引がある親
事業者約20万5000社と関連事業者団体約650団体に対し下請代
金支払遅延等防止法（下請法）と下請振興法を順守するよう通
達を出した。

■経産省、中小企業に新たな支援　IT投資や海外展開後押し（17
日）
経済産業省は中小企業のＩＴ投資や海外展開を支援する政策の
策定に着手する。

■環境性能課税の総務省案、最大3％　増税色鮮明（20日）
総務省は、消費税10％時点で軽自動車税・自動車税に導入され
る「環境性能課税」案を経済産業省や自動車業界に示した。

■中小企業庁、信用補完制度を見直し（20日）
中小企業庁は、中小企業の資金繰りを円滑化する「信用補完制度」
の見直しに着手する。

■国土交通省、自動車アセスの結果一部公表（30日）
国土交通省は、自動車アセスメント（JNCAP）評価結果の一部
をこのほど公表。

12月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■国交省、先進交通事故自動通報装置の義務化も　効果に着目、

早期普及へ（1日）
国も先進交通事故自動通報装置（AACN）の効果に着目し、普
及策を練っている。

月11 1210

クローズアップ

　旭硝子は、表
面に映像などを
投影できる透明
ガラススクリー
ン「グラシーン」
の試験販売を開
始した。現在は
オフィスなど非
自動車分野での
導入にとどまっ
ているが、自動

車メーカーや車載機器メーカーからは、ヘッド・アップ・ディ
スプレー（HUD）システムのコンバイナー（投影板）向け
での引き合いも出ている。（11月11日）

旭硝子、映像投影可能な透明ガラススクリーン
車載用途にも試験販売

グラシーンの応用例。HUDやデジタ
ルサイネージなどで用途開発を図る
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■警察庁、自動走行ラインを議論　公道実験を念頭に（1日）
警察庁は「自動走行の制度的課題等に関する調査検討委員会」
をこのほど開き、公道上での実証実験ガイドラインなどについて
議論した。

■特許庁、模倣品撲滅へキャンペーン　消費者の意識改革に重点
（2日）
特許庁は2015年度の「模倣品・海賊版撲滅キャンペーン」を開始
した。

■経産省、中小企業人材を米へ派遣　事業で公募、海外事業拡
大促す（4日）
経済産業省は、中小企業の経営者や役員などを米国のイノベー
ション拠点に派遣する事業の公募を始めた。

■硝酸アンモニウム使用停止、国交省が行政指導　タカタ製イン
フレーター（5日）
国土交通省は、自動車メーカーやタカタに対し、硝酸アンモニウ
ムを使ったタカタ製インフレーター（膨張装置）の使用を段階的
に減らすよう行政指導した。

■政府・与党、中小企業に新たな支援　設備投資の税50％軽減（8
日）
政府・与党は、中小企業が新たに導入する設備に対する3年間の
減税措置を行う方針を決めた。

■政府、シェアリングエコノミーの利用環境整備へ（11日）
政府はモノやサービスを利用者同士が共同使用する「シェアリン
グエコノミー」市場の創出に向けて必要な制度の設計や見直しの
整理案をとりまとめた。

■COP21閉幕、一歩前進したが（15日）
国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21、仏パリ）が、
温暖化防止の新たな枠組み「パリ協定」を採択して閉幕した。

■自動車総連、3000円以上の賃上改善要求　16年春闘の基本
方針案（21日）
自動車総連は、2016年春闘での賃金改善として3000円以上を要
求する基本方針案をまとめた。

■タカタ製エアバッグ改修率　11月末で半数超え（21日）
国土交通省は、タカタ製エアバッグのリコール（回収・無償修理）
進ちょく状況を公表した。

■部工会会長会見、来年の部品生産　今年並み可能（22日）
日本自動車部品工業会（部工会）の玉村和己会長（ニッパツ社長）
は、東京都港区の日本自動車会館で会見し、部品メーカーの来
年の生産見通しについて、「国内の新車販売は厳しいが、輸出分
でカバーできれば今年並みの生産を確保できると見ている」と話
し、自動車メーカーによる輸出の拡大に期待感を示した。

国　　内
10月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■部品メーカーの採用状況　売り手市場　鮮明に（26日）
採用スケジュールが変更され、各社が困惑の表情を浮かべてい
る。

■デンソー、世界の工場で情報共有　生産プラットホーム18年め
ど構築（30日）
デンソーは、世界の工場や生産ラインをつなぎ、情報を共有でき
るグローバルな生産プラットホームを2018年にも構築することを明
らかにした。

11月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■大手好調、中堅は苦戦　トヨタ系部品4～9月期（2日）
トヨタ系部品メーカーの2015年4～９月期連結業績が出揃った。

■タカタ、米NHTSAとエアバッグリコール問題決着（5日）
タカタは、米国運輸省道路交通安全局（NHTSA）と一連のエア
バッグリコールに関する同意指令に合意したと発表。

■曙ブレーキ、米の生産混乱で業績悪化　今期無配に（7日）
曙ブレーキ工業は米国での生産混乱により2015年度の株主配当
予想を従来の10円（通期）から無配に下方修正した。

■曙ブレーキ、不適切会計が発覚（7日）
曙ブレーキ工業は、2015年4～9月期決算で不適切な会計処理の

可能性があると発表。
■トヨタ、米国に人口知能技術の研究・開発拠点（7日）
トヨタ自動車は、人工知能（AI）技術の研究・開発拠点を米国
に新設し、今後5年間で約10億ドル（1217億円）を投資する。

■タカタ中間決算、特損181億円計上（7日）
タカタは、2015年4～9月期決算で181億円の特別損失を計上した。

■部品メーカー、電子ミラー16年末の製品化目指し（10日）　
部品メーカーは「電子ミラー」の解禁をにらんだ開発を活発化し
ている。

■ホンダ、「世界6極同時開発」を見直し（11日）
ホンダは、四輪事業で推進してきた世界６極同時開発体制の一
部を見直す。日本が中心となって地域間で共通化できるベースモ
デルを開発し、海外ではこれを現地モデルの開発に反映する。

■日立AMS、世界初自動運転向けECU　情報認識と車両制御
同時に（12日）
日立オートモティブシステムズ（日立AMS、関秀明社長兼COO）
は、情報認識と車両制御が同時処理できる自動運転向け電子制
御ユニットを開発した。

■4～9月期　日産系9社、全社増益　北米の売上高が増加（12日）
日産自動車との取引が多い部品メーカーの2015年4～9月期決算
は、北米での売上高の増加や円安ドル高の進行を背景に全社が
増収となった。

■どうなるタカタのエアバッグ事業、硝酸アンモニウムのインフ
レーターが対象（14日）
米国運輸省道路交通安全局（NHTSA）がタカタ製エアバッグの
リコールに関連し、タカタに対しエアバッグ用インフレーター（ガ
ス発生装置）のガス発生剤に硝酸アンモニウムを使用しないよう
命じた。

■日産・三菱自の共同開発EV、電池は日産系から（16日）
日産自動車と三菱自動車は、共同開発する軽自動車の電気自動車
（EV）のリチウムイオン電池に日産とNECの合弁会社オートモー
ティブエナジーサプライ（AES）製を採用する。

■パリ同時多発テロ　自動車メーカーにも影響（17日）
仏パリ中心部と近郊で13日夜（日本時間14日早朝）に起きた同時
多発テロは、現地に生産や営業拠点を持つ自動車メーカーにも
影響を及ぼした。

■ホンダ系部品メーカー4～9月期、北米増産・円約で増収（18日）
ホンダ系部品メーカーの2015年4～9月期決算は13社中11社が増
収、8社が営業増益だった。

■トヨタ除く各社、車・路車間通信実用化先送り　周波数問題で
（18日）
日産自動車やホンダ、マツダなど国内自動車メーカー各社は、国
内で車車間・路車間通信システムの実用化を先送りする。

■ピストンリング3社4～9月期、北米好調や円安で増益　2社が
増収を確保（20日）
ピストンリング大手3社の2015年度上期（15年4～9月期）は、国
内での自動車減産や東南アジアの景気低迷を好調な北米市場と
為替の円安が下支えし、3社が営業増益となった。

■ZF、TRW、センターエアバッグを開発（27日）
ZF　TRWは、前席の間で展開する「センターエアバッグ」は展
開イメージ＝を開発した。

12月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■ホンダ、定年を65歳まで延長（2日）
ホンダは、定年を65歳まで延長するなど労働条件を見直す。

■ルネサス、TDKと鶴岡工場譲渡で基本合意（2日）
TDKとルネサスエレクトロニクス、ルネサス全額出資子会社のル
ネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング（茨城県ひたちなか
市、RSMC）は、RSMCの鶴岡工場（山形県鶴岡市）をＴＤＫに
譲渡する基本合意書を11月27日に締結した。

■ルネサス、高知工場を閉鎖（3日）
ルネサスエレクトロニクスは、全額出資子会社のルネサスセミコン
ダクタマニュファクチュアリング（茨城県ひたちなか市）の高知工
場（高知県香南市）を2、3年内に閉鎖する。
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このダイジェストは10月26日～12月22日まで日刊自動車新聞に掲載した主要な部品関連の記事を抜粋。
詳しくは日刊自動車新聞電子版・http:www.netdenjd.com/（有料・月額3,500円）で読めます。

16年のキーワードは自動運転、関税撤廃、為替記者の目

　2016年は自動車部品業界にとって大きな転機とな
りそうだ。キーワードは「自動運転」「関税撤廃」「為替」。
　自動運転は政府の支援が追い風となる。昨年の官民
対話で安倍晋三首相が、20年のオリンピック・パラ
リンピックでの無人自動走行による移動サービスや高
速道路での自動運転の実現に向け、「17年までに必要
な実証を可能とすることを含め、制度やインフラを整
備する」と発言した。今後はADAS（先進運転支援シ
ステム）をはじめ自動運転関連の技術開発の加速が予
想され、部品メーカーには受注のチャンスが生まれる。
　関税撤廃も明るい話題だ。環太平洋経済連携協定

（TPP）では自動車部品の87.4％（品目数ベース）で
発効後に関税が即時撤廃される。特に北米向けの輸出
増への期待が大きい。WTO情報技術協定（ITA）の
拡大交渉も妥結した。参加53カ国・地域ではデジタ
ルAV機器など201品目の関税が順次撤廃される。
　為替は米FRB（連邦準備制度理事会）が利上げを決
定し、円安が進む可能性が出てきた。実際にどの程度
の水準になるかは不透明だが、海外生産品の国内移管
を含め、グローバル戦略の中で「どこで部品をつくる
か」という経営判断を迅速かつ適切に行うことが重要
となる。（Ｎ）

■好決算　部品メーカー、4～9月期　米国市場が牽引（7日）
日刊自動車新聞が上場部品メーカー132社の2015年4～9月期決
算を集計したところ、全社合計の売上高は前年同期比8.3％増、
営業利益が同13.5％増、当期純利益が同5.2％増と増収増益と
なった。

■東陽テクニカ、世界初のドア開閉エネルギー計測システム　解
析時間20分に短縮（9日）
東陽テクニカは、世界初のドア開閉エネルギー計測システムを
2016年1月から販売する。

■JFEスチール、プレス加工困難な形状対応　新成形技術を開発
（11日）
JFEスチールは、プレス加工が難しい形状に対応できる新たな成
形技術を開発した。

■日産自動車、仏政府・ルノー問題に決着（15日）
日産自動車は、仏政府との間でルノー、日産両社の経営の自主性
を保持することに合意した。

■ケーヒン、早期希望退職者を募集　国内事業の体質強化（16日）
ケーヒンは国内事業の体質強化のため早期希望退職者を募集す
る。

■スズキ、海外の部品メーカー育成、品質向上へ、生産部門も指
導（17日）
スズキは海外の部品供給事業者育成を本格化する。

■トヨタ、3年連続1000万台超へ　16年世界販売計画（17日）
トヨタ自動車は、2016暦年のグループ新車販売、生産計画を発
表した。

■パイオニア、車載分野で透過型有機EL　ハイマウント制動灯開
発（17日）
パイオニアは、透過型の有機EL照明を車載分野で展開する。

■ソルベイジャパン、エンジン機能部品　3Dプリントで製作（18
日）
ソルベイジャパンは、3Dプリント技術を活用してポリアミド6の粉
末材料を使ったエンジン用のプレナムチャンバーを製作した。

■神戸製鋼、鉄とアルミ合金の新たな接合技術を活用　車載向
けに異材部品材料（22日）
神戸製鋼所は2020年をめどに、鉄とアルミニウム合金の新たな接
合技術を用いた車載向け異材複合（マルチマテリアル）部品材料
の量産化する。

海　　外
10月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■独コンチネンタル、マイルドハイブリッド来年投入（28日）

独コンチネンタルは、2016年に48ボルト電源を利用したマイルドハ
イブリッドシステムを市場投入する。

■ブリヂストン、米大手用品チェーン買収（28日）
ブリヂストンは、米国の大手自動車用品チェーン、ザ・ペップ・ボー
イズ―マニー・モー＆ジャックを買収する。

11月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■ASEAN、TPPに強い関心　日系、供給網の自由度向上（14日）
東南アジア諸国連合（ASEAN）の間で環太平洋経済連携協定
（TPP）への関心が高まっている。

■IHI、熱処理加工サービスの独会社を買収（16日）
IHIは、熱処理受託加工を手がける独VTN社（ヴィッテン市）の
全株式を取得して子会社化する。

12月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市　　場
10月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■乗用各社、4～9月世界販売　好調の米国が牽引（27日）
主な国内乗用車メーカーが明らかにした2015年度上期（4～9月）
の世界販売実績は、国内向けの低迷を米国などでカバーし、前
年を上回ったメーカーが多かった。

■上期国内生産2年ぶり減　軽の落ち込み響く（31日）
日本自動車工業会が発表した2015年度上期（4～9月）の国内生産
台数は、前年同期比7.0％減の444万6586台と2年ぶりに減少した。

11月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■15年新車、500万台超も　登録の上積みが焦点（4日）
2015年の登録車新車販売台数は4年連続で300万台超えが確実と
なった。

12月・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■11月の車名別新車販売ランキング、アクア8カ月連続増（5日）
自販連、全軽自協は11月の車名別新車販売ランキングを発表。

■ローランドベルがー調査、ディーゼルエンジンの展望　主要市
場でシェア縮小（9日）
ローランドベルガーは、ディーゼルエンジン（DE）の市場展望に
関する調査結果をまとめた。

■16年の市場予測、鍛圧械受注額5.9％減（17日）
日本鍛圧機械工業会は、2016（1～12月）の鍛圧機械受注額を
対15年見通し比で5.9％減の3200億円とする市場予測を発表。

■16年上期車検、過去5年間で最低主準　保有ビジネスに“試練”
（21日）
ディーラーのサービス部門や専業整備工場など、保有ビジネスに
関わる事業者に再び“試練の前半戦”が訪れようとしている。
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■自動車の生産・販売・輸出（自工会調）

１．四輪車の生産実績 （単位：台）

2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

乗 用 車 509,505 95.4 5,127,951 91.4 702,380 98.3 5,830,331 92.2

普 通 車 311,069 100.2 3,068,293 98.5 427,436 101.0 3,495,729 98.8

小 型 四 輪 車 109,593 100.9 1,015,215 84.0 157,018 104.2 1,172,233 86.2

軽 四 輪 車 88,843 77.2 1,044,443 81.1 117,926 84.1 1,162,369 81.4

ト ラ ッ ク 86,225 94.6 877,619 98.4 114,029 92.1 991,648 97.6

バ ス 9,244 94.8 92,300 99.8 12,523 95.1 104,823 99.2

合　　　計 604,974 95.3 6,097,870 92.4 828,932 97.4 6,926,802 93.0

２．四輪車の国内販売実績 （単位：台）

2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

乗 用 車 271,386 96.5 2,879,029 88.9 399,758 92.6 3,278,787 89.3

普 通 車 90,776 99.7 906,633 91.7 134,216 93.2 1,040,849 91.9

小 型 四 輪 車 90,074 103.9 924,090 93.0 125,597 100.9 1,049,687 93.9

軽 四 輪 車 90,536 87.4 1,048,306 83.4 139,945 85.7 1,188,251 83.7

ト ラ ッ ク 54,622 106.8 540,834 97.9 78,226 91.4 619,060 97.1

バ ス 1,040 106.1 8,911 110.3 1,389 103.7 10,300 109.3

合　　　計 327,048 98.1 3,428,774 90.2 479,373 92.4 3,908,147 90.5

３．四輪車の輸出実績 （単位：台）

2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

乗 用 車 278,096 100.1 2,507,182 100.2 364,666 104.2 2,871,848 100.7

普 通 車 260,767 100.5 2,381,992 102.2 347,216 105.6 2,729,208 102.6

小 型 四 輪 車 17,100 94.2 121,995 71.8 16,875 80.5 138,870 72.8

軽 四 輪 車 229 170.9 3,195 191.5 575 471.3 3,770 210.6

ト ラ ッ ク 35,054 99.4 316,379 102.1 41,204 87.2 357,583 100.1

バ ス 9,344 96.0 92,305 100.1 13,135 101.8 105,440 100.3

合　　　計 322,494 99.9 2,915,866 100.4 419,005 102.2 3,334,871 100.6

■自動車部品の生産・輸出・輸入
１．自動車部品の生産（経済産業省「生産動態統計」） （単位：百万円）

2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

総括

自動車部品� 41品目 431,637 98.7� 4,130,346 97.5� 553,768 99.0� 4,684,114 97.7�
関連自動車部品� 9品目 98,592 109.0� 856,523 101.0� 115,816 105.7� 972,339 101.5�
内燃機関電装品� 5品目 28,651 99.7� 267,100 98.6� 34,254 100.3� 301,354 98.8�
二輪車部品� 4品目 4,979 103.0� 46,242 102.0� 5,997 104.9� 52,239 102.3�

合　　計 563,859 100.5 5,300,211 98.2 709,835 100.2 6,010,046 98.4 

指標・統計
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2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

自動車部品
（41品目）

1 ピストン 2,769� 101.1� 26,860� 97.9� 3,619� 101.9� 30,479 98.3�
2 ピストンリング 2,870� 93.3� 27,357� 100.4� 3,547� 90.3� 30,904 99.1�
3 シリンダーライナ 1,463� 93.1� 13,343� 92.2� 1,774� 88.6� 15,117 91.8�
4 吸気弁及び排気弁 2,885� 98.0� 25,803� 93.1� 3,454� 96.3� 29,257 93.5�
5 ガスケット 2,120� 98.8� 18,946� 95.7� 2,470� 94.6� 21,416 95.6�
6 燃料ポンプ 1,303� 88.3� 13,411� 87.2� 1,696� 88.0� 15,107 87.2�
7 空気清浄器 1,753� 89.1� 17,201� 106.1� 2,180� 100.6� 19,381 105.4�
8 油清浄器 1,675� 105.5� 14,474� 96.0� 1,847� 96.2� 16,321 96.1�
9 油ポンプ 1,658� 79.6� 17,749� 92.8� 1,998� 80.7� 19,747 91.4�
10 水ポンプ 1,955� 100.4� 18,579� 100.6� 2,442� 99.6� 21,021 100.5�
11 ラジエータ 12,744� 93.8� 119,655� 86.1� 13,979� 82.3� 133,634 85.7�
12 クラッチ装置 5,270� 115.5� 45,608� 108.2� 5,892� 106.4� 51,500 108.0�
13 自動変速装置 141,505� 95.6� 1,389,841� 98.3� 181,854� 97.7� 1,571,695 98.2�
14 ユニバーサルジョイント 2,641� 84.5� 25,526� 88.5� 3,162� 84.9� 28,688 88.1�
15 プロペラシャフト 3,620� 94.5� 35,426� 95.0� 4,760� 95.8� 40,186 95.1�
16 車輪 6,770� 101.0� 63,543� 100.0� 8,982� 101.6� 72,525 100.2�
17 かじ取りハンドル 2,091� 67.0� 27,328� 83.5� 3,525� 82.1� 30,853 83.3�
18 ショックアブソーバ 9,554� 98.1� 109,551� 126.0� 11,520� 96.0� 121,071 122.4�
19 ブレーキ倍力装置 1,853� 70.2� 27,432� 116.2� 2,525� 80.2� 29,957 111.9�
20 ブレーキシリンダ 3,008� 50.6� 27,760� 53.0� 4,096� 60.8� 31,856 53.9�
21 ブレーキパイプ 2,309� 105.6� 23,379� 109.7� 2,956� 105.5� 26,335 109.2�
22 ブレーキシュー 2,255� 93.6� 21,511� 94.1� 2,737� 91.2� 24,248 93.8�
23 燃料タンク 5,330� 93.9� 50,210� 87.0� 7,513� 97.1� 57,723 88.2�
24 排気管及び消音器 22,420� 101.7� 190,461� 88.9� 31,913� 109.1� 222,374 91.3�
25 窓わく 2,210� 101.1� 47,722� 220.8� 2,890� 97.3� 50,612 205.9�
26 ドアヒンジ・ハンドル・ロック 5,372� 85.7� 50,815� 79.2� 7,008� 85.2� 57,823 79.9�
27 窓ガラス開閉装置 3,438� 87.2� 37,155� 100.3� 4,527� 89.5� 41,682 99.0�
28 シート 57,009� 109.3� 478,912� 91.3� 79,677� 111.5� 558,589 93.7�
29 スイッチ類 10,988� 100.2� 165,865� 152.4� 14,103� 99.6� 179,968 146.3�
30 計器類 10,621� 119.9� 89,068� 101.1� 12,394� 110.2� 101,462 102.1�
31 窓ふき 6,145� 103.7� 60,393� 103.4� 7,381� 95.5� 67,774 102.5�
32 警音器 1,181� 101.7� 16,581� 154.8� 1,483� 101.6� 18,064 148.4�
33 暖房装置 6,375� 97.6� 58,010� 84.6� 8,612� 96.3� 66,622 85.9�
34 電子式ブレーキ制御装置 11,949� 103.7� 112,809� 92.3� 16,750� 108.6� 129,559 94.1�
35 シートベルト 6,606� 107.2� 67,271� 107.1� 7,522� 105.9� 74,793 107.0�
36 エアバッグモジュール 4,785� 84.3� 53,617� 95.1� 6,560� 84.7� 60,177 93.9�
37 気化器・燃料噴射装置 21,044� 124.0� 158,164� 96.6� 22,670� 105.4� 180,834 97.6�
38 ステアリング装置・タイロッド・タイロッドエンド 29,200� 96.1� 261,238� 91.7� 36,169� 95.6� 297,407 92.2�
39 軸受メタル 3,389� 101.0� 30,838� 94.9� 3,867� 93.1� 34,705 94.6�
40 ブッシュ 2,329� 97.4� 22,327� 104.4� 2,920� 93.0� 25,247 102.9�
41 オイルシール 7,175� 94.7� 68,607� 97.2� 8,794� 94.2� 77,401 96.9�

合　　計 431,637 98.7 4,130,346 97.5 553,768 99.0 4,684,114 97.7 

関連自動車
部品

（9品目）

1 自動車用蓄電池 7,237� 110.4� 67,554� 103.2� 8,779� 99.0� 76,333 102.7�
2 かさね板ばね 2,169� 97.4� 19,119� 103.7� 2,284� 95.2� 21,403 102.7�
3 つるまきばね 1,471� 89.6� 13,635� 85.5� 1,772� 87.6� 15,407 85.8�
4 線ばね 3,967� 98.6� 37,225� 97.2� 5,130� 100.0� 42,355 97.5�
5 カークーラー 19,829� 99.6� 194,954� 98.1� 27,161� 101.2� 222,115 98.4�
6 自動車用器具 31,648� 112.4� 253,843� 106.1� 32,297� 115.3� 286,140 107.0�
7 自動車用電球 751� 94.1� 7,340� 95.1� 953� 95.7� 8,293 95.1�
8 カーオーディオ 5,185� 173.2� 32,661� 118.2� 6,134� 159.8� 38,795 123.3�
9 カーナビゲーションシステム 26,335� 109.3� 230,192� 97.2� 31,306� 99.5� 261,498 97.5�

合　　計 98,592 109.0 856,523 101.0 115,816 105.7 972,339 101.5 

40Jan. Feb. 2016



2015．
8月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

2015．
9月分

対前年
同月比（％）

1月よりの
累計

対前年
同期比（％）

内燃機関電
装品

（5品目）

1 ダイナモ 5,957� 101.5� 54,471� 96.0� 7,111� 101.6� 61,582 96.6�
2 スタータ 6,943� 105.3� 64,546� 99.7� 8,080� 104.6� 72,626 100.2�
3 ディストリビュータ 479� 86.2� 4,808� 94.1� 543� 87.2� 5,351 93.4�
4 イグニッションコイル 6,091� 102.8� 55,484� 98.6� 7,779� 113.0� 63,263 100.2�
5 プラグ 9,181� 93.8� 87,791� 99.6� 10,741� 90.2� 98,532 98.5�

合　　計 28,651 99.7 267,100 98.6 34,254 100.3 301,354 98.8 

二輪自動車
部品

（4品目）

1 気化器 708� 107.1� 6,418� 105.3� 778� 101.3� 7,196 104.9�
2 ショックアブソーバ 1,945� 98.7� 16,779� 103.3� 2,065� 93.6� 18,844 102.1�
3 計器類 958� 109.2� 8,473� 91.2� 1,303� 113.8� 9,776 93.7�
4 ブレーキ装置 1,368� 103.2� 14,572� 106.3� 1,851� 115.8� 16,423 107.3�

合　　計 4,979 103.0 46,242 102.0 5,997 104.9 52,239 102.3 

（注）：経済産業省「生産動態統計」の見直しにより
①平成21年１月より／「自動車用蓄電池」を「自動車用蓄電池（二輪自動車用を除く）」に変更。
②平成23年１月より／「オレオ（ショックアブソーバを含む）」を「ショックアブソーバ」に変更。
③平成26年１月より／品目の掲載順序を一部変更。
④平成26年１月より／「エアバッグモジュール」の定義を変更。
　そのため、発生年月以前の数値と発生年月以降の数値をそのまま比較出来ません。
　接続係数を前年の数値に乗じて、当月の数値と接続して前年比を算出しています。
⑤�平成26年１月より／「オイルシール」の生産額の掲載が廃止になったため、「オイルシール」のみ販売額を計上しています。

■最近12ヶ月の自動車部品の生産推移
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■自動車部品生産の対前年同月比の状況
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